
　

歴
史
博
物
館
で
は
常
設
展
示
を
入
れ
替
え

ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
中
か
ら
近
代
期
の
尚

家
文
書
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
５
年（
１
８
７
２
年
）、
琉
球
王
国
は

｢

琉
球
藩
」と
さ
れ
外
務
省
の
管
轄
下
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。最
後
の
国
王
で
あ

る「
尚
泰
」は
華
族
に
列
さ
れ
東
京
に
藩
邸
を

与
え
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
12
年（
１
８
７
９
年
）、「
沖
縄
県
」設

置
に
よ
る
王
国
滅
亡
後
も
、主
だ
っ
た
家
臣
た

ち
は
尚
家
職
員
と
し
て
継
続
し
て
勤
め
、東
京

と
沖
縄
に
い
る
旧

国
王
一
家
を
支

え
ま
し
た
。王
家

か
ら
華
族（
侯
爵
）

へ
と
変
化
し
て
い

く
尚
家
。そ
れ
を

支
え
た
職
員
た
ち

や
そ
の
体
制
を
紹

介
し
ま
す
。

博物館TOPICS博物館TOPICS

那
覇
市
歴
史
博
物
館

　

神
原
こ
ど
も
園 

や
ち
む
ん
展

　

学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
常
設
展
示

の
解
説
を
し
ま
す
。

　
９
月
は「
つ
ぼ
や
の

〝
登
り
窯
〞」と
題

し
、壼
屋
に
あ
る「
東

ヌ
窯
」「
南
ヌ
窯
」、博

物
館
に
展
示
さ
れ
て

い
る「
湧
田
窯
」

「
ニ
シ
ヌ
窯
」な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

　

神
原
こ
ど
も
園
の
41
人
の
園
児
た
ち
が
、壺

屋
焼
作
り
に
挑
戦
し
、そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な

お
皿
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

世
界
に一つ
し
か
な
い
子
ど
も
た
ち
の
力
作
が

登
場
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

費
常
設
展
観
覧
料
が
必
要
で
す（
大
学
生
以
下
無
料
）

申
不
要
。開
始
10
分
前
か
ら
１
階
入
口
で
受
付
。

定
先
着
20
人

日
9
月
18
日（
日
）10
時
〜
11
時 

主
催
神
原
こ
ど
も
園

場
３
階
企
画
展
示
室

日
9
月
7
日（
水
）〜
11
日（
日
） 

費
無
料

期
9
月
2
日（
金
）〜
10
月
24
日（
月
）

期
9
月
2
日（
金
）〜
28
日（
水
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、施
設
の
臨
時
休
館
や
、催
し
物
が
中
止・変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。事
前
に
各
お
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

壺
屋
焼
物
博
物
館（
那
覇
市
壺
屋
１
丁
目
９
番
32
号
）

開
館
時
間
▼
10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
▼
月
曜※

休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
示
観
覧
料
▼
一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１　
　
８
６
２
・
３
７
６
２

FAX

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
▼
10
時
〜
19
時　
休
館
日
▼
木
曜

観
覧
料
▼
一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６　
　
８
６
９
・
５
２
６
７

FAX

壺
屋
焼
物
博
物
館

東ヌ窯

展示作品（お皿）

展示会ポスター

９
月
特
別
展「
国
宝
尚
家
関
係
資
料
」

白
地
の
紅
型
衣
裳
／
朱
漆
の
漆
器

常
設
展

「
近
代
の
尚
家
を
支
え
た
職
員
た
ち
」

うちな～ぐちや
あじくーたーぷち

う
や
ふ
ぁ
ー
ふ
じ

意
▼
ご
先
祖

例
▼
う
や
ふ
ぁ
ー
ふ
じ
か
ら 

ち
な
じ
ち
ゃ
る 

　
　
　
う
ち
な
ー
ぐ
ち　
っ
ん
な
し　
ち
か
や
び
ら
。

（
ご
先
祖
か
ら 

受
け
継
い
で
き
た 

　
　
う
ち
な
ー
ぐ
ち 

み
ん
な
で 

使
い
ま
し
ょ
う
。）

那
覇
市
文
化
協
会
☎
8
6
1
・
1
9
0
9

問

し
ょ
う
た
い

白地松桜紅葉
亀松皮菱繋文様
紅型木綿衣裳

明治30年から対外的に「尚家」と
呼ぶようになったことがわかる文書
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